
2

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
的
瞬

間
を
見
よ
う
と
す
る
多
く
の
見
物

客
に
見
守
ら
れ
、
順
調
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
架
設
工
事
は
、
新
町
地

区
内
で
作
成
さ
れ
た
１
本
当
た

り
長
さ
40
㍍
、
高
さ
2.5
㍍
、
重

量
１
２
０
㌧
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
鉄
道
け
た
を
、
６
５
０
㌧
と

４
０
０
㌧
の
油
圧
式
ク
レ
ー
ン
で

架
設
す
る
も
の
で
、
合
計
６
本
を

４
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
に
分

け
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
に
よ
り
、
４
月
13
日

に
行
わ
れ
た
菜
の
花
大
橋
ボ
ル
ト

締
結
式
に
続
き
、
新
町
地
区
中
央

通
り
線
交
差
部
の
高
架
橋
架
設

も
完
了
し
、
飯
山
市
内
の
北
陸
新

幹
線
高
架
橋
が
全
て
連
結
し
ま
し

た
。
今
後
高
架
橋
工
事
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
の
仕
上
げ
作
業
等
を

行
い
、
秋
に
は
完
成
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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４
月
13
日
、
北
陸
新
幹
線
第

５
千
曲
川
橋
り
ょ
う
（
愛
称
：
菜

の
花
大
橋
）
の
架
設
完
了
を
記

念
し
た
ボ
ル
ト
締
結
式
が
開
催
さ

れ
、
橋
り
ょ
う
の
位
置
す
る
飯
山

市
と
中
野
市
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

菜
の
花
大
橋
は
、
北
陸
新
幹
線

長
野
以
北
で
は
、
黒
部
川
橋
り
ょ

う
に
次
ぐ
７
５
１
㍍
の
長
さ
で
、

６
１
０
０
㌧
も
の
鋼
材
を
使
用
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
渇
水
期
に
工
事
を
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
工

区
の
中
で
も
難
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
工
事
関
係
者
の
懸
命
の

努
力
に
よ
り
、
無
事
故
、
無
災
害

で
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
代
表
者
が
橋
り
ょ

う
中
間
の
ボ
ル
ト
を
締
め
て
完
成

を
祝
い
、
式
典
の
最
後
に
は
、
足

変
わ
る
飯
山
の
景
色
を
多
く
の
方
が
目
撃

菜
の
花
大
橋
に
続
き
新
町
地
区
高
架
橋
架
設
工
事
完
了

立
市
長
と
小
田
切
中
野
市
長
が

固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

菜
の
花
大
橋
ボ
ル
ト
締
結
式
か

ら
５
日
後
の
４
月
18
日
、
時
折
小

雨
の
降
る
中
行
わ
れ
た
「
飯
山
地

区
Ｐ
Ｃ
け
た
架
設
工
事
」
は
、
深

4月18日に行われた架設工事には、
小雨のなか多くの方が訪れた

市境に位置する菜の花大橋中央部で、中
野市小田切市長と握手を交わす足立市長

地 区 名 内　容 義援金送付先および内訳

飯山地区 飯山地区区長会より60万円を支援
金として支出

・東北　30万円
・栄村　30万円

秋津地区 秋津地区区長会より20万円を義援
金として支出

東北、栄村へ
金額は未定

木島地区 全世帯へ1世帯1,000円を目安に
義援金を募集

4月19日、100万円を栄村へ
届ける。市義援金箱へ15万円

瑞穂地区 全世帯へ1世帯300円を目安に義
援金を募集 全額栄村へ

柳原地区 全世帯へ1世帯1,000円を目安に
義援金を募集 個人の希望により東北、栄村へ

富倉地区 富倉地区区長会より2万円程度を
義援金として支出予定 未定

外様地区 外様地区区長会より10万円を義援
金として支出

・東北　5万円
・栄村　5万円

常盤地区 全世帯へ1世帯300円を目安に義
援金を募集 全額栄村へ

太田地区
活性化センター、市役所等の募金
箱で対応。大口の義援金は、日本
赤十字社を紹介

岡山地区
被災地であることから、金額を設定
せず「栄村を元気に　義援金」袋
を全世帯へ配付

全額栄村へ

■義援金の状況（各地区区長会の取組状況）　　（4月20日現在）

今、私たちにできる事を
東日本大震災・長野県北部地震への支援

支援先 金　　額 取扱い状況

栄　村 6,884,629 円

・3月24日
　2,900,000 円、寄付者が直接栄村長へ届ける
・4月6日
　3,025,617 円、市長から栄村長へ届ける

野沢温泉村 195,000 円 ・4月18日
　195,000 円、市長から野沢温泉村長に届ける

飯山市 825,006 円
東　北 3,228,455 円 日本赤十字社 長野県支部、中央共同募金会（社協分）へ
合　計 11,133,090円

■義援金の状況（飯山市・社協・観光局関係受付分）　（4月30日現在）

■栄村への支援（4月 15日以降）

・【4月4日～18日】
　被災家屋認定調査のため、
　職員1名（延べ15名）派遣
・【4月4日～24日】
　ごみ分別、搬入誘導作業のため、
　職員２名（延べ42名）を派遣
・【5月23日～6月8日予定】
　災害査定作業のため、職員1名
　を派遣予定
・【6月27日～7月1日予定】
　災害査定作業のため、職員1名
　を派遣予定

■東北への支援（4月 15日以降）

・【4月20日～28日】
　陸上自衛隊即応予備自衛官として
　市職員1名が被災地へ赴任
・【5月8日～13日】
　被災地へ保健師1名、
　連絡員1名を派遣

■福島第１原子力発電
　所事故への対応
・【4月18日】
　水道水の放射線濃度調査を実施
　　ヨウ素ｰ131、セシウムｰ134、
　　セシウムｰ137　全て不検出

■避難者受入状況
・【4月15日現在】
　世帯数　31世帯
　　（栄村30世帯、仙台市1世帯）
　人　数　91人
　　（栄村87人、仙台市4人）

　飯山市では、３月１２日に発生した長野県北部地震に
よる被害を復旧する一方、長野県北部地震発生後すぐ
に始まった支援活動へ継続的に力を注いでいます。
　市民の皆様からの義援金受付をはじめ、市職員の被
災地への派遣や避難者受入などを行うほか、市の一般
会計からも見舞金として２００万円の支出を決め、４月
２８日には栄村島田村長へお届けしました。（写真）

大震災発生から２ケ月


